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略 称 ・換 算 レートの一 覧  

本報告書では、以下のとおり略称・換算レートの統一を図る。 
 
略称 

本報告書での表記 正式名称・意味など 

Caltech California Institute of Technology カリフォルニア工科大学 

UCB University of California, Berkeley カリフォルニア大学バークレー校 

UCSD University of California, San Diego カリフォルニア大学サンディエゴ校 

ICL Imperial College London インペリアル・カレッジ・ロンドン 

NUS National University of Singapore シンガポール国立大学 

ETHZ 又 は ETH 

Zürich 

Eidgenössische Technische 

Hochschule Zürich 

スイス連邦工科大学チューリッヒ校 

LMU Ludwig-Maximilians-Universität 

München 

ミュンヘン大学 

KIT Karlsruher Institut für Technologie カールスルーエ工科大学 

TMU Technische Universität München ミュンヘン工科大学 

 
換算レート（PPP） 

通貨 換算レート 

米ドル 103.22 円 

シンガポールドル 121.43 円 

ユーロ 130.82 円 

スイスフラン 77.49 円 

イギリスポンド 147.88 円 

出所）“Implied PPP conversion rate 2015” IMF World Economic Outlook 
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